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研究成果の概要（和文）：サプライ・チェーンのグローバル化を定量的に分析するため、新たな一般均衡貿易モ
デルを構築し、新興市場国の生産性や財の質的向上が各国経済に与えた影響や、グローバル・バリュー・チェー
ン(GVC)の進展がもたらした各国内の所得格差を定量的に推計した。また、基本モデルをAIとロボットを組み込
んだモデルに拡張し、AIやロボットが各国の労働市場に与える影響を推計し、貿易自由化の影響と比較した。さ
らに、GVCの進展により、経済の歪みが拡大し厚生の損失も大きくなるというGVCの負の面も明らかにした。企業
間の取引マッチングの効率性や、産業クラスター政策の効果、そしてGVC形成に重要な輸送費に関する研究も進
んだ。

研究成果の概要（英文）：In order to quantitatively analyze the globalization of supply chains, we 
built a baseline, quantifiable, general equilibrium, trade model and estimated the effect of the 
improvement of productivity and quality upgrading in the emerging-market economies on other 
countries and the effect of the progress of global value chains (GVCs) on income inequality within 
the countries. We also extended the model by including AI and robots as production factors to 
estimate their impacts on labor markets worldwide. In addition, we unveiled that the progress of 
GVCs increments distortion thereby amplifying the loss in social welfare, a negative aspect of GVCs.
 We also made progress in research on the matching efficiency in firms' transactions, the effect of 
industrial cluster policy, and the transport cost, which is a core factor of GVC formation.

研究分野： 国際経済学

キーワード： グローバル・バリュー・チェーン　マッチング　所得格差　AI　ロボット　サプライ・チェーン　グロ
ーバリゼーション　産業集積

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、地政学的緊張などから、グローバルなサプライ・チェーンを再構築する動きが出ている。こうした動きの
影響を正しく推計し、関連政策に反映させることは喫緊の課題である。このような背景下で、GVCを組み込んだ
一般均衡貿易モデルを精緻化し、その基本モデルを分析テーマによって拡張しながら、様々な政策課題について
政策効果を推計できる研究基盤を構築したのは、大きな社会的・学術的意義がある。実際、AIとロボットが世界
の労働市場に与える影響を推計するという世界初となる研究を行ったりした。AIやロボットは今後益々影響力を
増すだろう。本研究は、それに伴い進んでいくと考えられる研究の先駆け的存在となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) ICT 技術や輸送技術の発達により、グローバリゼーションが進展し、企業は生産工程を細分
化し、各工程を適切な国や地域に割り当てるようになった。企業間取引ネットワークは複雑化し、
サプライ・チェーンはグローバル化した。グローバル・サプライ・チェーンに組み込まれた企業
や国にとっては、担当する生産工程にどのくらいの付加価値が落ちてくるかも重要で、こうした
付加価値分布も含めたグローバル・サプライ・チェーンはグローバル・バリュー・チェーン(GVC)
と呼ばれ、重視されるようになった。 
 
(2) 重要性を増した GVC だが、研究対象としては当時まだ新しく、Caliendo and Parro (2015)
が国際産業連関を加味した貿易モデルを提唱し NAFTA の経済効果を検証したくらいにとどまっ
ていた。彼らのモデルでは、中間財貿易と最終財貿易を区別して取り扱うことはできず、中間財
貿易貿易の進展が重要な GVC を分析するには不十分だった。 
 
 
２．研究の目的 
 
(1) グローバリゼーションの各国経済への影響を測るには、GVC を的確に捉える経済モデルの構
築が重要だった。貿易費用の低減等によるグローバリゼーションが、各国の産業構造、貿易構造、
所得水準、所得分配等に与える影響の定量的分析を可能にする、一般均衡貿易モデルを構築する
ことは、学術的にとても価値のあることだった。 
 
(2) 先進国を中心に、グローバリゼーションが国内の所得格差を拡大させたという議論がある。
グローバリゼーションの社会的効果を図る際、平均所得が上昇したかという点だけでなく、所得
格差上昇という負の効果が生まれたかどうかも重要な視点である。本研究の目的の一つは、グロ
ーバリゼーションによる所得格差の変化を定量的に測り、グローバリゼーションの経済的効果
を多次元的に検証することにあった。 
 
(3) グローバリゼーションやそれに伴う GVC の進展は、中間財の海外調達の増加をもたらし、国
内産業の再編成につながる。グローバリゼーションが国内サプライ・チェーンや産業集積に与え
る影響を分析し、グローバリゼーション下での、適切な産業政策や貿易政策などを追求するのが
重要だった。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) グローバリゼーションの各国への影響を定量的に測るため、GVC を組み込んだ一般均衡貿易
モデルを構築する必要があった。先行研究である Caliendo and Parro (2015)のモデルをベース
に、中間財と最終財の区別を明示的に捉えた新たなモデルを構築し、モデルパラメターをモデル
に沿ってデータから推計する。使用する主なデータは、国際産業連関表を World Input Output 
Database から、関税率に関しては UNCTAD TRAINS からとった。こうして分析モデルを確立した
上で、グローバリゼーションの影響を見るために、その低下によりグローバリゼーションを牽引
した貿易費用を、特に中間材に関してグローバリゼーション以前の水準にしたときの反実仮想
分析を行い、グローバリゼーションの各国経済への影響を推計する。 
 
(2) ひとたび GVC を組み込んだ一般均衡貿易モデルを構築すれば、分析したいテーマに従って
その基本モデルを適切に拡張し、様々な反実仮想分析を行うことができる。グローバリゼーショ
ンの進展が各国の所得格差に与える影響を定量的に分析するためには、一種類の労働しか存在
しない基本モデルを、高スキル労働者と低スキル労働者という少なくとも二種類の労働者が存
在するモデルに拡張する必要がある。その上で、中間財に対する貿易障壁の低下が各国の所得格
差にどのような影響を与えるかを、定量的に分析することになる。 
 
(3) グローバリゼーションの進展が中間財の海外調達の拡大を通じて国内企業間の取引ネット
ワークや産業集積に影響を与える状況を分析するには、企業間取引ネットワークを説明する理
論の構築が必要となる。そしてそれを実証的に検証しようとすると、企業間取引データなど、企
業レベルのデータが必要となる。企業レベルまでに落とした一般均衡貿易モデルは過度に複雑
化するため、本研究では、企業の海外取引に関する部分は簡単化した国内取引経済モデルを構築
し、データを用いて、企業の海外取引の増大が国内サプライチェーンに与える影響を探っていく。
また、産業集積に対する政策として日本の産業クラスター政策を取り上げ、政策が産業集積や企



業間取引ネットワークに与える影響を分析する。 
 
 
４．研究成果 （下線の著者は研究代表者もしくは研究分担） 
 
(1) Calidendo and Parro (2015)のモデルを、各国産業レベルの生産性の変動や成長、及び財の
質の変動や成長を導入する形で拡張することに成功した。さらに、貿易費用を中間財貿易と最終
財貿易に分けて推計することにより、中間財貿易が制限される場合、つまり GVC が発展していな
かったケースについての反実仮想分析が可能になった。 
 この新たな定量的分析モデルをもとに、Furusawa and Sugita (2020)は、いわゆる新興市場国
の生産性や財の質的向上が、他の国々にどういう影響を与えたかについて分析した。その結果、
まず新興市場国の台頭といっても国によって様々な形態を取り、中国のように財の質的向上よ
りも生産性向上の貢献度が高いケースや、逆に財の質的向上の貢献度が高いインドやメキシコ
のようなケースがあることがわかった。そして、それらの国々の成長の他国の労働市場に与える
影響は、それほど大きくないこともわかった。 
 
 
(2) 基本モデルを高スキル労働者と低スキル労働者に拡張することによって、グローバリゼー
ションが各国内の所得格差に与える影響についても反実仮想分析することができた。Furusawa, 
Kuska, and Sugita (2022)は、グローバリゼーションによって、各国の実質賃金は 1993 年から
2014 年の間に大幅に上昇したこと、国によって差があるものの、賃金格差は概ね上昇したこと
を明らかにした。また、そこでは、AI とロボットが生産活動に利用されるようになったことの
労働市場への影響についても分析した。AI は高スキル労働と代替的であり、ロボットは低スキ
ル労働と代替的であるとし、ロボット生産技術の向上や製造業におけるロボットの生産性の向
上により、どの程度実質賃金は影響を受けたかを反実仮想分析した。その結果、グローバリゼー
ションの影響に比べ、ロボットや AIの労働市場への影響は限定的であったことを明らかにした。 
 
(3) 不完全競争の世界では、一般的に市場均衡は効率的でないことが知られている。非効率性が
どの程度なのか、そしてそれは GVC の進展により緩和されたのかというのは重要な問いである。
Behrens, Mion, Murata, and Suedekum (2020)は、多産業を含む定量的一般均衡モデルを構築
し、フランスとイギリスのデータを用いて、市場均衡の非効率性の大きさを推計した。その結果、
非効率性による厚生の損失は 6%から 10%にのぼることを示した。また、GVC の進展により、経済
の歪みが拡大し、厚生の損失も大きくなることも明らかにした。 
 
(4) 企業間取引に関して重要なのは、企業間マッチングの特性である。特に、生産性の高い企業
同士が取引する傾向にあるのか、それともマッチングに生産性は影響しないのかという問題は、
経済全体の効率性を考える際に重要である。Sugita, Teshima, and Seira (2021)は、メキシコ
とアメリカの繊維・衣服の貿易自由化に端を発したメキシコ・アメリカ間の国際取引相手の組み
替えに注目し、生産性の高い企業同士がマッチングする傾向にあり、効率的なマッチング組み換
えにより、貿易自由化の恩恵が増大することを明らかにした。 
 
(5) グローバリゼーションによる GVC の進展は国内取引関係にも影響を及ぼす。Furusawa, Inui, 
Ito, and Tang (2020)は、中間財の海外調達による国内取引相手の変更について分析している。
実際、輸入企業が国内取引相手を変えることにより、国内産業の集積度も変わってくる可能性が
ある。本研究はまだ継続中だが、グローバリゼーションの国内産業集積への影響を定量的に推計
するのは意義深いと考える。産業集積政策の効果を分析したのが、Okubo, Okazaki, and Tomiura 
(2022)である。日本の産業クラスター政策は、対象企業のクラスター内における取引ネットワー
クを拡大しただけでなく、距離の離れたクラスター外の企業とのネットワークも拡大したこと
が明らかになった。産業政策の有効性を示した興味深い結果である。 
 
(6) GVC の進展は、関税、非完全障壁、輸送費などの貿易費用低減によるところが大きい。近年、
運輸産業を明示的にモデルに組み込むことにより貿易費用の内生化を試みる研究が盛んに行わ
れるようになってきた。先鞭をつけた一つが Ishikawa and Tarui (2018)である。この理論研究
は、輸送業者が行きと帰りで積荷をバランスさせたいと考えるバックホール問題により、輸入関
税の低減が輸出の増加につながることを示したものである。この理論はデータによっても確か
められた。Hayakawa, Ishikawa, and Tarui (2020)は、1995 年から 2007 年にかけてのデータを
検証し、1%の関税率削減は、0.8%の輸入貨物輸送費を上昇と 1.1%の輸出貨物輸送費の下落をも
たらし、結果的に輸出量を 0.6%から 1%ほど引き上げることを明らかにした。 
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